
問い合わせ先 保険年金課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）72１８

国民年金は「老齢年金」「障害年金」「遺族年金」の３つの年金があり、“今”
と“将来”を支える大切な備えです。日本に住んでいる20歳以上60歳未
満のすべての人が加入する国民年金の情報をお伝えします。

問い合わせ先 健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

～ ４００mL献血にご協力ください ～

問高齢支援課地域包括支援係 ☎0968（25）7216 問健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

と き
①１月21日㈫ 午前9時30分～11時30分
②１月21日㈫ 午後１時30分～４時
③１月27日㈪ 午前９時30分～11時45分
　　　　　　 午後１時～４時　

ところ ①③ 県北広域本部　②七城公民館

献血カードをお持ちください
　献血の安全性向上のため、運転免許証やパスポー
トなどで本人確認をお願いしています。献血カード
を持っている人は一緒にお持ちください。
　薬を飲んでいる人でも献血できる場合があります。
会場で医師が判断しますのでご相談ください。

日時や場所が変更になる場合があります
　 最新情報は熊本県赤十字献血セン
ターのホームページでご確認ください。
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～ 冬でも注意したい高齢者の脱水 ～
　脱水症状は暑い夏のものだと思われがちですが、
高齢期は冬の時期も脱水の危険性があります。筋
肉量の低下により、多くの水分が蓄えられないこと
や喉の渇きを感じにくいこと、食事量が減少傾向で
あることなどにより、気付かないうちに脱水状態に
なってしまうこともあります。
　暖房器具を使用した室内では空気が乾燥し、自覚
がないまま皮膚・鼻の粘膜や口の中の乾燥が起こり
やすくなります。室内の湿度を適度に保つとともに
意識して水分摂取を行いましょう。
　1日に摂る水分の目安は、食事の時の水分摂取以
外で飲み物から約１㍑必要です。白湯か水を時間を
決め、できればコップ1杯分（200ｍL程度）を1日5
～6回就寝前、起床時、入浴前後、外出前後、運動
前後などに分けて少しずつ飲むことが大切です。
※水分の制限が必要な人は主治医に相談しましょう。
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❶ �むし歯菌を減らすための毎
日の仕上げ磨き

❷ �甘いものを減らし
たおやつの工夫

❸ �歯の質を強くす
るための定期的
なフッ化物塗布

むし歯を
予防するためには

がん検診は、あなたの健康を守るための大切な取り組みです。早期発見で、
より良い治療につながります。今月は菊池市のがん検診について紹介します。
定期的にがん検診を受けて死亡のリスクを減らしましょう。

がん検診の目的
　多くのがんを見つけることではなく、罹

り

患
かん

する人や亡
くなる人が多いがんを早期に発見し、適切な治療につ
なげ、がんで死亡するリスクを減らすことが目的です。
　必ずしも全てのがんを治療することが、死亡するリス
クの減少につながるわけではないためです。

がん検診の対象者
　対象者は症状がない人です。がんは、早期発見・早期
治療による5年後の生存率が90％以上であることが分
かっていますが、早期のうちはほとんど自覚症状があり
ません。
※症状がある人はすぐに医療機関を受診してください

簡易複合健診（２月実施）について
　今年度の健診を受診できなかった人は、3日間限定で
受診することができます。ぜひ受診してください。

簡易複合健診の検査項目
▶基本健診（生活習慣病健診、特定健診（国保のみ）、後
期高齢者健診） ▶結核検診（65歳以上） ▶肺がん検診
▶腹部超音波検診 ▶乳房超音波検診

　対象年齢や料金はホームページをご覧
いただくか、お問い合わせください。ホー
ムページから申し込むこともできます。➡

2月18日㈫、19日㈬、20日㈭
午前8時～10時30分（受付時間）

※無料クーポン対象者には、５月ごろ送付しています。紛失した場合は健康推進課で再発行できます。

乳がん検診 子宮頸がん検診

概　要
30代後半から増え始め、40・50代の女性のがん死
亡起因のトップです。早期の乳がんは自覚症状がな
いことが多いため、検診を定期的に受診することが
重要です。

20代後半から増加する女性特有のがんです。早期の
うちは症状が無く、進行するにつれて、月経以外の出
血や、性交時の出血、おりものの変化、腰痛、腹痛な
どが現れるようになります。

検診期日 １月31日㈮まで １月31日㈮まで
料金（助成後） 40～69歳：1,800円、70歳以上：1,000円 20～69歳：1,900円、70歳以上：600円
無料クーポン

対象者 昭和58年４月２日～昭和59年４月１日生まれの人 平成15年４月２日～平成16年４月１日生まれの人

検査内容 問診、乳房エックス線検査（マンモグラフィ）
視触診検査 問診、視診、細胞診、内診

受診間隔 ２年に1回 2年に1回

乳がん検診と子宮頸がん検診
　市では、乳がんと子宮頸がん検診を以下の期日まで
医療機関にて実施しています。子宮頸がん検診（マンモ
グラフィ）と乳がん検診は、7千円程度の高価な検査で
すが、市の検診を受けると、20～69歳の人は約５千円
の助成があります。

受診までの流れ
❶�検診を申し込む 　健康推進課 ☎0968（25）7219
❷受診券（問診票）が手元に届く
❸医療機関に予約する
❹予約日に受診する
※専用フォームからも申し込みできます

と　き

1月31日㈮申込期限
菊池養生園 ☎0968（38）2820申し込み先

専用フォーム
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